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医学部附属病院

　患者さんの権利を尊重し、良質な医療を提供するとともに、医学の教育・研究を推進し医療の発展に寄与する。

基本方針《目標》
　１．患者さんの人格と尊厳を重んじ、患者さん中心の良質・安全な医療を実践する。
　２．厳しい倫理観と豊かな人間性を備え、高い能力を持つ医療人を育成し、生涯研修の場を提供する。
　３．先進医療の開発につながる特色ある研究や、医薬品及び医療機器の臨床研究を推進する。
　４．医療・福祉の向上のため、地域医療機関との連携を強め、各種支援事業を行うなど地域の中核的役割を果たす。
　５．満足度の高い医療環境の整備に努め、効率よく、安定した病院経営を行う。

患者さんの権利
　すべての患者さんは次の医療に関する権利をもっており、当院は患者さんの権利を尊重した医療を行います。
　１．安心して質の高い医療を受ける権利　　　　　　　　　　　６．診断治療を拒否する権利
　２．医療従事者から納得のゆく説明を受ける権利　　　　　　　７．臨床教育、臨床研究に参加、拒否する権利
　３．説明を受けた後に治療方針を選択する権利　　　　　　　　８．当院の規則に基づき自分の診療に関する記録などの
　４．セカンドオピニオン（他の医師の意見）を求める権利　　　　　情報を得る権利
　５．プライバシーが守られる権利　　　　　　　　　　　　　　

《診療科》
内分泌代謝・血液・免疫・呼吸器内科
循環器・腎臓・脳卒中内科
消化器・神経内科
皮膚科
精神科神経科
小児科
周産期科女性診療科
小児成育外科
心臓血管外科

消化器外科
呼吸器・乳腺内分泌外科
整形外科
形成外科・美容外科
泌尿器・副腎・腎移植外科
脳神経外科
眼科
耳鼻咽喉科・頭頚部外科
放射線診断科
麻酔・ペインクリニック科
歯・顎・口腔外科

■ 設置
昭和58年４月１日

■ 建物延面積
44,554㎡

■ 開院
昭和58年10月20日

■ 病床数
承認病床　613床

《特殊診療施設》
救命救急センター
総合診療部
放射線治療部
集中治療部
輸血部
病理部
医療情報部
総合周産期母子医療センター
リハビリテーション部

血液浄化療法室
内視鏡診療部
腫瘍センター
子どもと家族・こころの診療部
女性外来診療部
高次脳機能障害外来診療部
遺伝子診療部
ＭＥ機器管理センター

《中央診療施設》
検査部� 放射線部
手術部� 材料部

診療情報管理室
治験管理センター
感染制御部
医療安全管理部
外来化学療法室
地域連携室
卒後臨床研修センター

臨床教育研修管理室
ワーク・ライフ・バランス支援室
先端医療開発センター
糖尿病センター
地域医療教育支援センター
薬剤部
看護部

基 本 理 念

（平成24年度）
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病棟 
案内

■ 県別来院状況

■ 入院・外来患者の県内分布

他府県仲多度郡綾歌郡香川郡木田郡小豆郡三豊市東かがわ市さぬき市観音寺市善通寺市坂出市丸亀市高松市

入院患者
外来患者

(万人)
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2,391 3,748
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29,815

50
4,423 4,406 6,820

451人
418人

2,910人
2,615人

3,289人
1,932人

169,651人
220,467人

2,660人
1,642人

（平成23年度）
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区 分
診 療 科 病床数

入　院　患　者 外　来　患　者

延 数 1 日 平 均 延 数 1 日 平 均

内分泌代謝・血液・免疫・呼吸器内科 49 17,312 47.3 20,648 84.3

循 環 器・ 腎 臓・ 脳 卒 中 内 科 40 10,589 28.9 13,414 55.0

消 化 器・ 神 経 内 科 51 15,104 41.3 19,469 79.8

総 合 診 療 部 12 3,895 10.6 5,999 24.6

皮 膚 科 12 3,602 9.8 11,828 48.5

精 神 科 神 経 科 26 5,782 15.8 13,636 55.9

小 児 科 30 10,768 29.4 12,528 51.3

周 産 期 科 女 性 診 療 科 55 19,905 54.4 14,615 59.9

心 臓 血 管 外 科  9 3,758 10.3 816 3.3

消 化 器 外 科 38 11,445 31.3 5,250 21.5

呼 吸 器・ 乳 腺 内 分 泌 外 科 41 12,944 35.4 10,315 42.3

小 児 成 育 外 科 10 1,365 3.7 3,144 12.9

整 形 外 科 51 16,417 44.9 18,898 77.5

形 成 外 科・ 美 容 外 科 13 3,896 10.6 4,765 19.5

泌 尿 器・ 副 腎・ 腎 移 植 外 科 24 8,385 22.9 11,071 45.4

脳 神 経 外 科 24 8,458 23.1 5,880 24.1

眼 科 32 10,815 29.5 22,063 90.4

耳 鼻 咽 喉 科・ 頭 頚 部 外 科 20 5,601 15.3 12,401 50.8

放 射 線 科  3 45 0.1 5,997 24.6

麻 酔・ ペ イ ン ク リ ニ ッ ク 科  2 54 0.1 2,849 11.7

救 命 救 急 セ ン タ ー 20 5,904 16.2 913 3.7

歯 ・ 顎 ・ 口 腔 外 科 10 2,917 8.0 10,575 43.3

共 通 41

計 613 178,961 489.0 227,074 930.6

■ 診療科別病床数及び患者数

■ 臨床検査件数 ■ 放射線検査・治療患者数

単純撮影
42,632人

造影撮影
2,491人

放射線治療
7,462人

位置決め
532人

血管撮影
1,268人

コンピュータ
断層撮影（CT）
14,073人

磁気共鳴
画像検査（MRI）
6,515人

対外計測
1,281人

ＰＥＴ
2,813人

放射線検査
患者数
79,067人臨床検査数

2,697,287件

一般検査
7,129件

病理検査
11,466件

輸血検査
18,913件

機能検査
229件

生理機能検査
23,505件

微生物検査
85,362件

免疫血清検査
184,619件

内分泌検査
35,628件

血液検査
722,127件

生化学検査
1,608,309件
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■ 入院・外来１日平均患者数（月別）

外来患者 入院患者 計

2,763 1,560 4,323

点数分類別 ０～4,999点 5,000～19,999点 20,000点以上 計

件　　数 1,456 3,444 2,743 7,643

正　常　分　娩 異　常　分　娩
計

成熟児 未熟児 成熟児 未熟児

341 48 94 55 538

区　分 調剤枚数 中心静脈注射	
無菌調製件数 服薬指導件数 血液中薬物濃度	

測定件数 外来薬剤情報提供枚数

枚数、件数
103,169

外来　11,617
入院　91,552

3,220 4,920 5,078 10,093

■ 処方せん調剤枚数等

■ 手術件数

■ 救急患者の受入状況 ■ 分娩件数

(月)３２１121110９８７６５４

外来平均（年間）931人

入院平均（年間）489人
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機 構 等

教育・学生支援機構
大学教育開発センター
　大学教育開発センターは、教養教育と専門教育の有機的連携を図り、本学の教育目標を達成するため、全学共通科目に係
る企画運営等を行い、全学共通科目の授業実施を円滑に行うとともに、大学教育について自己点検・評価し、その改革・改
善の方策について調査研究を行う学内共同教育研究施設として、設置された。
　このセンターには、共通教育の実施責任を担う共通教育部、カリキュラム開発の企画を担う調査研究部及び外国語教育部
を置き、大学教育の質的充実を図っている。

アドミッションセンター
　アドミッションセンターは、更なる少子化を迎えるに当たり、地域ニーズにも配慮した多様な判定基準に基づく入試方法
の開発を目指すとともに、効率的な入試体制を構築するための調査研究を行うため平成17年４月に設置された。
　センターは、全学体制の下で入学者選抜方法の開発と、積極的な入試広報活動を行う。当センターにおいては、新たな選
抜方法の開発と調査研究、新たな受験生発掘のための積極的な入試広報活動を展開する。

キャリア支援センター
　キャリア支援センターは、在学期間を通じて、生き方・進路・職業選択を考えながら、人生の目標を持って学生生活を送
ることができるよう支援していくこと、及び、希望する進路を実現できるように、学生への就職支援を充実させていくこと
を目的として、平成18年４月に設置された。主な業務は、（１）キャリア教育の企画・実施に関すること、（２）就職支援・
相談事業の企画・実施に関すること、（３）インターンシップの企画・実施に関すること、（４）キャリア支援に係る学部、
研究科等との連絡調整及び支援に関すること、等である。

生涯学習教育研究センター
　生涯学習教育研究センターは、大学公開講座、高等教育レベルの生涯学習に関する研究・調査、地域社会における生涯学
習指導者の養成・教育、生涯学習に関する情報の提供・相談等を行う施設である。
　本センターの前身である大学教育開放センターは、本学の研究・教育活動を地域社会に開放するため1978年に設置され
た。そして1991年、大学教育開放センターは、地域住民及び地域社会の生涯学習要求の高まりに対応するため、生涯学習
教育研究センターに改組された。
　本センターは、毎年、文学、文化、芸術、スポーツ、教育、法学、経済学、医学、工学、農学等の多様な分野にわたる約
30の公開講座を行うとともに、地域社会および大学における生涯学習のあり方に関する研究・調査の成果を、毎年度発行
する『香川大学生涯学習教育研究センター研究報告』を通して公表している。本センターは、こうした活動を通して本学の
研究・教育の成果を地域社会に開放する上で重要な役割を果たしている。

研究企画センター
　研究企画センターは、本学における研究の活性化・高度化を促進するため、研究基盤の整備・充実を図り、本学の特色あ
る研究を推進することを目的としている。本学の中期目標・中期計画で掲げている下記の目標を実現するために、さまざま
な取り組みを進めている。
１．人文・社会・自然科学分野を幅広く包含する大学として、各専門分野における研究活動の活性化と高度化を図り、研究
領域の融合によって生まれる新分野の開拓を図ること。

２．独創的で将来性に富む萌芽的研究を支援し育成すること。
３．国際水準の卓越した研究領域を重点的かつ戦略的に支援することによって、国際的競争力のある研究拠点を構築すること。
４．研究成果を広く社会に公表・還元して、地域をはじめ社会の活性化・振興に積極的に生かすこと。

総合生命科学研究センター
　香川大学総合生命科学研究センターは、香川大学における生命科学分野の教育・研究の推進、およびその研究支援を行う
ことを目的に、2007年４月に設置された。センターは、以下の部門からなり、教職員は、医学部キャンパスおよび農学部
キャンパスで教育・研究、および研究支援活動を行っている。
《遺伝子研究部門》
　ゲノム情報科学や高等植物の遺伝子を使った研究・教育を行うとともに、遺伝子実験に関する研究支援を行う。
《分子構造解析研究部門》タンパク質等の生体高分子の３次元構造を決定し、構造と機能との相関について研究・教育を行う。
《実験実習機器部門》共同利用実験機器を維持管理し、高度分析装置の使用に関した研究支援を行う。
《動物実験部門》動物実験施設を管理運営し、実験動物の飼育管理、系統維持等、動物実験に関する研究支援を行う。
《放射性同位元素実験部門（医学部地区）》
　放射性同位元素実験施設（医学部地区）を管理運営し、放射性同位元素実験の教育・研究支援を行う。
《放射性同位元素実験部門（農学部地区）》
　放射性同位元素実験施設（農学部地区）を管理運営し、放射性同位元素実験の教育・研究支援を行う。
《糖鎖機能解析研究部門》糖質バイオクラスターの一環として世界水準の研究を創出し、展開していく。
《糖質バイオ研究部門》
　平成20年度より設置された新設講座であり、糖質を中心とした基盤研究を行うと共に、地域産業と連携を図りながら、
地域に根付いた新たな産業創出を目指す。

研究推進機構
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図書館・情報機構
図書館（「Ｐ18参照」）

博物館（「Ｐ19参照」）

総合情報センター
　総合情報センターは、香川大学の学内共同利用施設の一つとして、学内情報基盤を担当すると共に、先進的な研究・教育拠点
として大学と地域社会に貢献することを目指している。
　センターは学内外・キャンパス間・附属施設間などを繋ぐネットワークの整備、管理を通じて、教育研究、大学運営、遠隔講
義・会議、地域情報サービス等を支援する有線LAN環境および無線LAN環境を提供している。また、仮想化サーバなどを設置
し情報サービスを直接ユーザに届けると同時に、各種サービスを可能とする基盤構築や運用支援を担当している。各キャン
パスのPC演習室には、総計500台以上の教育用PCシステムを設置し、全学における情報教育での活用をサポートしている。
ICカードプリンタ導入によりエコロジーを考慮した計算環境を実現し、学生電子メールサービス外部委託により生涯利用も
可能な優れたユーザ環境を準備している。

社会連携・知的財産センター
　社会連携・知的財産センターは、大学と地域企業等との共同研究を促進するため、また知的財産を有効に活用した社会貢献
を促進するため、旧地域開発共同研究センターと旧知的財産活用本部の統合により、平成20年４月に設置された。
　センターの主な業務は、
（１）民間企業等との共同研究又は受託研究の振興　（２）民間企業等に対する研究開発等の技術相談、技術交流等の支援
（３）民間企業等への学術情報の提供　　　　　　　（４）知的財産の創出・権利化・維持管理
（５）知的財産の活用による産学官連携の推進　　　（６）特許権等の実施許諾　
（７）事業化しうる研究成果の発掘・評価・選別、等である。

危機管理研究センター
　危機管理研究センターは、地震、津波、高潮、河川氾濫等の自然災害、及びテロ、事故や犯罪等の人為災害から人々の生命や財
産を守り、地域社会の安全・安心に寄与するための学術的・技術的研究並びに人材育成を目的として、平成20年４月に設置さ
れた。本センターは、「教育研究部門」と「地域連携部門」の２つの部門で構成され、地域の行政機関や企業等と協力して、地域の
安全・安心に関わる８つの研究プロジェクトを実施する。
「教育研究部門」� ①セキュリティ科学研究　②健康危機管理研究　③災害ディジタルアーカイブ研究
� ④防災コンピテンシー研究
「地域連携部門」� ⑤災害時緊急対応　⑥リスクアセスメント研究　⑦業務継続計画(BCP)策定支援　⑧防災研究拠点形成

産学官連携推進機構

希少糖研究センター
　希少糖研究センターは、生産方法、生理機能、用途などの研究がほとんど進んでいない「希少糖」に関する独自の研究を
発展させるとともに、外部機関等との共同研究を推進することにより、地域の科学技術の発展と産業の振興に寄与し、希少
糖に関する情報の収集・発信及び教育研究の充実に資するため、平成15年10月の旧香川大学と旧香川医科大学の統合時に
省令施設として設置された。生産と機能解析で世界の希少糖研究をリードする研究センターとなっている。
　地域における産学官の連携した研究を実施し、国際希少糖学会と連携することで希少糖に関する情報を世界に発信し、受
信すると同時に国際共同研究を積極的に進める。希少糖を用いた食品や医薬品、農薬の開発が進んでいる。

微細構造デバイス統合研究センター
　微細構造デバイス統合研究センターは、平成17年４月に設置された。本センターは、工学部がこれまで取り組んできた
「マイクロ・ナノマシン技術」をベースに、これらを統合化することによって、今後、成長が期待されているIT、バイオ分
野を中心としたデバイスの開発を目指すものである。
　本技術内容としては、チタン合金という強靱な材料とその加工などを応用した超精密金型・成型技術や、光を用いてパ
ターンを形成することによりシリコンを深く加工する技術などの超微細加工技術がある。
　農学部や医学部等との学内連携はもとより、他大学や各種研究機関との共同研究などを通じ、これらの複合した領域にお
けるバイオメカ等の新しい研究を展開して、新たな学際的研究分野を切り拓くものである。また、産学連携についても積極
的に取り組み、要望されるものを実現するという立場で、特に地元企業を中心に技術移転や実用化開発に向けた支援を行い、
地域の産業振興に貢献する。さらに、人材育成の場も提供し、学生を研究活動に参画させて先端分野における研究やモノづ
くりを体験させることで、世界に通用する人材の輩出を行う。

瀬戸内圏研究センター
　香川大学瀬戸内圏研究センターは、瀬戸内圏の諸課題を解決するべく調査・研究を行い、その成果を地域社会に還元させ、
地域の活性化を図るとともに、地域の財産である瀬戸内圏が育んできたその風土や豊かな環境を保全・継承させることを目
的として、平成21年３月１日付けで設置された。本センターは、瀬戸内圏に関する「知の総合拠点」となることを目指し、
（１）瀬戸内圏研究の推進、（２）瀬戸内圏研究に関する情報の収集及び発信、（３）瀬戸内圏研究に関する研究成果の公開、
などを行う。
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　インターナショナルオフィスは、本学における国際交流の窓口として、情報収集、発信の一元化を行うと共に、国際戦略
の構築並びに教育研究等の国際的な連携を推進することを目的としている。
　この目的を達成するために、国際研究支援センターと留学生センターの相互の連携協力を促進し、地域連携を基盤に国際
化を推進している。

国際研究支援センター
　国際研究支援センターは、国際的な研究交流の支援及び大学としての国際化方針に基づく戦略の実施について中心的な役割を果
たし、本学における国際的な学術交流の推進に寄与することを目的とし、（1）国際共同研究及び国際展開プロジェクトの企画・開発及
び推進、（2）海外の研究機関との研究者交流の支援、（3）海外教育研究拠点校との学術交流の支援など幅広く担っている。

留学生センター
　留学生センターは、本学に在学する外国人留学生及び海外留学を希望する学生に必要な教育及び、指導助言を行うことによ
り、本学における国際交流の推進に寄与することを目的とし、全学的な見地から指導援助体制の充実を図るとともに、留学生
に関する調査・研究活動や情報提供、地域社会における学生の国際交流活動の推進を担っている。

教育学部附属教育実践総合センター
　教育実践総合センターは、教育学部と附属学校園とが一体になって学校教育にかかわるさまざまな実践的・臨床的な課題を香川
県下の教育関係機関と連携・協同して研究し、その成果を香川県下の学校教育の実践や、教師の養成・研修に役立てていくことを目
的とした教育学部の附属施設である。この目的を達成していくために、本センターは、教育実践研究部門と教育臨床研究部門とを設
け、それぞれの部門で関連する教育研究・研修活動と学校の教員を主たる対象とした相談活動を展開している。これらの活動の主な
領域は、（１）いじめ、不登校などの教育臨床的な諸問題及び心の教育、（２）情報メディア教育、IT（Information�Technology）・ICT

（Information�and�Communication�Technology）等を活用した教育の情報化と情報教育、（３）教科の統合、総合的な学習などの教
育課程の編成、（４）実践的指導力の形成を目指す教員の養成・研修についてである。

農学部附属農場
　附属農場は学生への農場実習教育と教職員の研究そして経営の３相を持つ。当農場は昭和33年に設置されたのち幾多の変遷を経
て、現在は作物栽培、畜産、果樹及び蔬菜花卉の４部からなる。総面積（約17ha）の大部分を占める傾斜地では、その特性を生かした家
畜飼養、茶樹及び果樹栽培を、また、平地では施設利用の園芸作物栽培と水稲栽培を行っている。実習教育に加え大学院生を含む学生
の専攻指導もしており、実験室的なものから近年重要性を増しているフィールドサイエンスまでの多様な研究を行っている。

瀬戸内圏研究センター　庵治マリンステーション
　本施設は四国の最北端にある庵治半島先端に位置し、自然の砂浜や岩礁帯といった自然環境に恵まれる。施設には、調査船「カラヌ
スⅢ」（19ｔ）及び「ノープリウスⅡ」（1.1ｔ）が配備されるほか、研究用機器として各種海洋観測機器および栄養塩、全窒素・リンなど
の自動分析装置が備えられ、香川大学の海に関する教育・研究の前線基地となっている。本施設では瀬戸内海の環境問題、特に沿岸域
の栄養環境と生物生産性、養殖漁場の海域環境、干潟を含めた浅海域の生態環境について調査・研究を行っている。

保健管理センター
　保健管理センターは、本部（経済学部キャンパス）、医学部分室、工学部分室、農学部分室からなり、学生及び教職員の
心身の健康増進や健康管理を目的として、定期健康診断、健康教育、応急処置、健康相談、心理相談など、広く健康支援活
動を行っている。センターには、医師、心理カウンセラー、保健師が配属されており、健康に関する教育研究も、センター
職員の重要な業務である。

広報センター
　広報センターは、教育、研究、社会貢献、管理運営などの大学における諸活動を学内外に広報し、大学ブランドを構築
するため、大学組織規則によるセンターとして平成20年３月に改組された。センターの主な業務は、
（１）戦略的な大学広報の推進に関すること、（２）報道機関への情報提供に関すること、（３）情報公開に関すること、
（４）大学ホームページの更新と管理に関することである。

インターナショナルオフィス

大学評価室
　大学評価室は、本学における教育、研究のさらなる質の向上と適切な法人の運営に資するために、自己点検・評価を行う
とともに、評価結果の各部局等への還元及びその改善努力を支援することを目的としている。
　主な業務は、本学の自己点検・評価に関する（１）方針に係る企画及び立案、（２）実施及び対応、（３）情報の収集及び分析、
（４）広報活動、（５）評価結果の各部局への還元及び改善努力の支援等である。
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